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瀬戸内国際芸術祭 2025 県内連携事業「くるりアートかがわ」採択事業
れきみん×やしまーる連携企画

やしまーるホール
9:00ｰ17:00（金・土・祝前日 9：00ｰ21：00）
火曜日休（火曜日が休祝日の場合、翌平日休）

出典：国土地理院ウェブサイト　（https://www.gsi.go.jp/common/000184266.jpg）
「デジタル標高地形図「四国」高松」（国土地理院） （https://www.gsi.go.jp/common/000184266.jpg）をもとにやしまーる作成
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香川県 高松市 屋島東町 1784-6
高松市屋島山上交流拠点施設 やしまーる

087-802-8466

お問い合わせ開催場所
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古くは戦いの地、信仰の地として歴史の舞台となってきた高松東部に位置する屋島・牟礼・庵治エリア。
江戸時代に高松藩主松平頼重によって島だった屋島が地続きになるよう埋め立てが行われ、源平合戦の史跡を整備するなど、周辺寺社の
参拝客に観光を促す目的があったと言われています。その後、昭和初期に国立公園として制定されてからは、電車やケーブルカーなどの
交通網も整備され、県や市が誇る観光地となりました。
戦後高度経済成長期は、ますます屋島が観光で栄え、修学旅行生など団体客が押し寄せた時代でしたが、この頃、当時県知事だった金子
正則氏により、改めてこのエリアの文化資源としての源平の歴史、庵治石や工芸の技を活かすべく、「芸術村構想」をもって拠点整備や人
材育成を行っていたことも興味深い出来事です。
瀬戸内国際芸術祭が開催される2025年は、源平合戦屋島の戦いからちょうど840周年を迎える節目の年でもあります。これに合わせ、牟礼・
庵治・屋島を豊かな場所にしてきた「ローカルデザイン」を紐解くためのオリジナル年表、写真やデザイン資料を展示し、改めて、どう
して屋島エリアが魅力的なのか？の謎に迫ります。
この展覧会が、未来に残すべきは何かを考える機会になれば幸いです。

開村時リーフレット（四国民家博物館蔵）

グレースコート（一和堂蔵） 八栗だるま（個人蔵）
和田邦坊うちわ
（かまど製） 陸上競技場ロゴ（屋島レクザムフィールド蔵）コノイドチェア（桜製作所蔵）

屋島シーパレス（NIPPURA 株式会社蔵） ドライブウェイ開通（高松琴平電気鉄道蔵） 二十四の瞳ロケ風景（桃太郎蔵）
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れきみん×やしまーる連携企画
瀬戸内国際芸術祭 2025 県内連携事業「くるりアートかがわ」採択事業

※展示、イベントなど変更になる場合がございます。

ローカル　　　　    　　　　　デザイン　　　　　　　  　　　　　クロニクル

■トークイベント１
「クロストーク／山上デザインの変遷」  2025 年 10 月 11 日（土）13:30 ～ 15:00
スピーカー：松岡明子氏（れきみん館長）×今滝哲之氏（瀬戸芸実行委）　×中條亜希子（当館館長）
参加費：500 円（ワンドリンク付）/要電話申込 やしまーる 087-802-8466　定員：30 名（先着順）　場所：やしまーるホール
1970 年代に行われた山上開発の歴史、今の取り組み、そしてこれからについて語り合います。

■トークイベント 2
「屋島デザインヒストリー」   2025 年 10 月 25 日（土）13:30 ～ 15:00
スピーカー：馬場弘美氏（ギャラリーアコスタージュオーナー）
参加費：500 円（ワンドリンク付）/要電話申込 やしまーる 087-802-8466　定員：30 名（先着順）　場所：やしまーるホール
山上でギャラリーを開き、多くの芸術家と交流されてきた馬場さんに、　屋島にかつて存在した工芸の店や昔の思い出をお話しいただきます。

■街歩きワークショップ
「牟礼・庵治・屋島 デザインサーヴェイ」  2025 年 11 月 1日（土）13:30 ～ 15:00
ガイド：中條亜希子（当館館長）
参加費：1000 円（彫刻マップ付）/要電話申込 やしまーる 087-802-8466　定員：10 名（先着順）　場所：庵治･皇子神社周辺
牟礼庵治に多数存在する石の彫刻は誰のデザインなのか？まちを歩きながら楽しみましょう。

■れきみん×やしまーる連携トークイベント　　　　　
「香川のモノづくりとデザイン」   2025 年 11 月 8日（土）13:30 ～ 15:00 
スピーカー：田井静明氏（れきみん職員）、西谷美紀氏（灸まん美術館副館長・学芸員）、中條亜希子（当館館長）、聞き手:松岡明子氏（れきみん館長）
参加費：無料 /要電話申込 瀬戸内海歴史民俗資料館 087-881-4707　定員： 40 名（先着順）　場所：やしまーるホール
連続講座全 3回の講師が一堂に会し、それぞれの視点から企画展「新民芸の創出」について語り合います。

■れきみん×やしまーる連携企画展示
「新民芸の創出‐デザインで生活を豊かにする‐」 2025 年 9月 13 日（土）～ 11月 9日（日）観覧無料
場所 : 瀬戸内海歴史民俗資料館　月曜日休（月曜日が休日の場合は翌火曜日）9:00-17:00（入館は 16:30 まで） 087-881-4707
・講演会「美大発！民具 “楽” の提唱－民具＝「生活の造形アーカイブ」の活かしかた－」10/18（土） 13:30-16:00
講演会、講座など、いずれも電話、「香川県電子申請・届出システム」でお申し込みください。問合せ : 瀬戸内海歴史民俗資料館

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

瀬戸内ギャラリー第１８回企画展                              重要文化財指定記念事業／れきみん×やしまーる連携企画            

S e t o  I n l a n d  S e a  F o l k  H i s t o r y  M u s e u m  

  
〒761-8001高松市亀水町 1412-2（五色台山上） 
TEL 087-881-4707 FAX 087-881-4784 
https://www.pref.kagawa.lg.jp/kmuseum/setorekishi/ 

◎JR 高松駅から車で約 25 分・JR 坂出駅か
ら車で約 30分 
◎徳島方面から…高松自動車道檀紙 IC より
車で約 30分  
◎岡山方面から…瀬戸中央自動車坂出北
ICより車で約30分 ◎愛媛・高知方面から…
高松自動車道坂出 ICより車で約 35分 ＊い
ずれも県道高松王越坂出線の大崎ノ鼻経由  
◎駐車場：普通車 30台、大型バス可 

当館が開館した昭和４０年代、香川のデザイン運動も多方面に展開していました。昭和 30～40 年代は栗林公園商工奨励館を
舞台に、和田邦坊による民芸指導や流政之を中心とした讃岐民具連の活動が行われたり、日本工芸館（大阪）の三宅忠一が指
導協力した讃岐民芸館が開館したりしました。また、財団法人日本貿易振興会（当時）が欧米の優秀商品を輸入し、全国各地の
手工芸品の意匠改善等に供した「ジェトロ海外優秀商品」が県内で展示されたり、地方の手仕事を応援するクラフト・センター・ジャ
パンによる「香川計画」が行われたりもしました。 
本展では、民俗資料館の視点から、地場の民芸（古民芸）や海外の生活用品に学び、風土に根ざした素材、技術をいかして取り

組まれた香川県の新民芸創出の活動を紹介します。また、伝統的なくらしの道具の転換点とも重なる大阪万博前後の大きな変化
のなか、デザインで生活を豊かにしようとした香川県内の取り組みに注目し紹介します。 

関連行事                  【無料】 

１．講演会  
「美大発！民具“楽”の提唱 
   －民具＝「生活の造形アーカイブ」の活かしかた－」 
日 時： １０/１８（土） １３：３０-１６：００ 
講 師： 加藤幸治氏 （武蔵野美術大学教授・学長補佐） 
場 所： 香川県立ミュージアム 講堂 （高松市玉藻町５‐５） 
定 員： ２３０名（先着順） 
申込期間： ９/２（火）から受付開始（定員になり次第、終了） 

 
２．連続講座「戦後香川のデザインを考える」 
第１回 「世界に誇る香川ローカルデザイン」 

日 時： ９/２７（土） １０：００-１１：３０ 
講 師： 中條亜希子（やしまーる館長） 

第２回 「昭和 30～40年代の新民芸創出について 
—県施設の活動を中心として－」 

日 時： １０/４（土） １０：００-１１：３０ 
講 師： 田井静明（当館職員） 

第３回 「デザイナー和田邦坊の秘密」 
日 時： １１/１（土） １０：００-１１：３０ 
講 師： 西谷美紀（灸まん美術館学芸員） 

場 所： 瀬戸内海歴史民俗資料館 研修室 
定 員： 各回４０名（先着順） 

申込期間： ９/２（火）から受付開始（定員になり次第、終了） 
 

３．トークイベント 
「香川のモノづくりとデザイン」 
連続講座の講師が一堂に会し、本展について語り合います。 
日 時： １１/８（土） １３：３０-１５：００ 
講 師： 中條亜希子（やしまーる館長）、田井静明（当館職員）、 

西谷美紀（灸まん美術館学芸員） 聞き手 松岡明子（当館館長） 

場 所： やしまーる （高松市屋島東町１７８４‐６） ※会場にご注意ください 
定 員： ４０名（先着順） 
申込期間： ９/２（火）から受付開始（定員になり次第、終了） 

 
４．展示解説 
当館職員が展示会場で解説を行います。 
日 時： ９/１３（土）・１０/２５（土）・１１/９（日） １０：３０-１１：３０ 
場 所： 瀬戸内海歴史民俗資料館 瀬戸内ギャラリー 
申 込： 事前申込不要 
 
 いずれも無料 / １‐３は事前の申し込みが必要です  
【申込方法】 
いずれも電話、「香川県電子申請・届出システム」を利用したインター
ネットでお申し込みください。 
＊インターネットからのお申し込みは、瀬戸内海歴史民俗資料館ホームペ
ージ右下の「感染リンク」から「香川県電子申請・届出システムのページ
へ」をクリックしてください。 

 
申込み・問合せ先 瀬戸内海歴史民俗資料館 （下記参照） 

瀬戸内海歴史民俗資料館 
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２０２５ １０／３（金）‐１１/９（日） 無料 
やしまーる Yashimaruホール 火曜日休（休み祝日の場合、翌平日） 

９：００‐１７：００（金・土・祝前日９：００‐２１：００） 
 

トークイベント１「クロストーク/山上デザインの変遷」 
日 時： １０/１１（土） １３：３０～ 参加費：５００円（ワンドリンク付） 

トークイベント２「屋島デザインヒストリー」 
日 時： １０/２５（土） １３：３０～ 参加費：５００円（ワンドリンク付） 

街歩きワークショップ 
「屋島・牟礼・庵治に残るデザインを探そう」 
日 時： １１/１（土） １３：３０～ 参加費：１０００円 
 
＊やしまーるに要申込み（詳細はやしまーる HP等をご確認ください） 

▲ 香川県技術開発センター 
デザイン資料室[寒川廣詞氏蔵] 

▲商工奨励館 2階に整備された民芸館 
（昭和 31年 11月）[県広聴広報課蔵] 

▲意匠改善のため全国巡回された 
ジェトロ収集海外優秀商品[当館蔵] 
 

▲占領下の香川県の輸出品製造企業 
の一覧『DIRECTORY of  EXPORT- 
INDUSTRY KAGAWA 1950』[当館蔵] 

▲昭和 40年に開館した讃岐民芸館
の「民芸とは」の説明版 
[栗林公園観光事務所蔵] 

 

▲香川県第 11 回写真展 第 8回 
デザイン展ポスター 
1977[香川県立ミュージアム蔵] 

関連行事

※詳細は 087ｰ802ｰ8466 までお問合せください


